















る N/C 比 の 高 い 異 型 細 胞 は CD68 一 部 ＋，
CD163 一部＋，HLA-DR 一部＋であり，核形
























　初診時現症：身長 165 cm，体重 45 kg，血














が 12% と増加していた（表 2）．異常細胞は末
梢血の異常細胞と同様の形態を示しており，こ
末梢血と骨髄液中に大型異型細胞が出現した組織球肉腫の 1 症例
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は CD68 ＋，CD163 ＋，HLA-DR −であった（図
4）．両者は共通して Lyzozyme ＋，CD4 ＋，
MPO 一 部 ＋，CD1a −，CD3 −，CD20 −，
CD21 −，CD34 −，CD79a −，CD117 −，
Cytokeratin −，EMA −，HMB45 −，S-100
−であった．
　臨床経過：患者は初診時より全身状態不良で











































































a.  明瞭な核小体を有する N/C 比の高い異型細胞
b.  著しい核形不整を示しやや広い胞体を有する異型細胞
図４：骨髄クロット標本の免疫染色（× 400）





















検査学会（2019 年 10 月，山形）にて発表した．
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